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鹿児 島県 神之川 におけ るモ クズガニの流程分布*1

小 林 哲,松 浦 修 平

(1990年6月26日 受付)

Longitudinal Distribution of the Japanese Mitten Crab in the Kaminokawa

River,Kagoshima

Satoshi Kobayashi*2 and Shuhei Matsuura*2

The longitudinal distribution and process of migration of the Japanese mitten crab Erio-

cheir japonicus were investigated in the Kaminokawa River, Kagoshima Pref. The crabs were

 collected in crab baskets between September 1985 and August 1986. Crabs were distributed

 in the freshwater zone throughout most of the year, but were present only from September to

 January and from March to May in the brackish water zone. Adult females were present

 mainly from August to December in the freshwater zone, and from September to January in

 the brackish water zone. Puberty molting by females was considered to occur mainly in August

. Active migration of crabs large enough to be caught with crab baskets was considered to

 occur mainly from September to December. Nearly all the year round, larger crabs were

 distributed in the upper reaches. In the case of females, the minimum size of adults and the

 maximum size of juveniles gradually increased further upstream. Therefore, it is presumed

 that crabs migrate upstream as they grow older. Crabs arriving at the upper reaches will grow

 larger or older during the juvenile stage. Consequently, juveniles of larger size in the upper

 reaches become larger adults.

モクズガ ニEriocheir japonicusは,北 海 道 か ら疏 球列

島・小笠原 諸島に至 る 日本全 域,お よび サハ リン ・朝鮮

半島東岸 ・台湾の沿岸に分布し,通 し回遊を行な う習性

が知られている。河川に生息する成体が産卵のために秋

季海へ下るのを トラップで捕獲し,食 用に供する地方が

多い。1)しかし近年多くの河川で護岸工事や汚染に よ り

本種の生息場所が奪われており,ま た容易に捕獲でぎる

ため,乱 獲による資源の減少の危険性が高まっている。

Fig. 1. Map and gradient of the Kaminokawa

 River showing collection stations. Fig. 2. Diagram of crab basket.
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Table 1. Water temperature at each collection station in the Kaminokawa River

Fig. 3. Seasonal changes in carapace width fre-

quency distribution (5-mm intervals) of fe-
males collected in the freshwater zone.

Fig. 4. Seasonal changes in carapace width fre-

quency distribution (5-mm intervals) of males
 collected in the freshwater zone.

増 殖 の試 み もな され て いるが,*, 2)資 源 の保 護 と 適 正 な

利用 を図 るた めに も,本 種 の 生態 を明 らかに して お く必

要 が あ る。

これ まで本 種 の生態 に つ い て は交 尾行動,3)初 期 発

生,*, 4)寄生 虫に よ りもた らされ る間性 現象,5, 6)淡水 域で

の分布 と移 動,7)成 熟 に 伴 う生殖 腺 と 外部形 態の発達8)

等が報 去 され てい る。 しか し全生活 史 の うち解 明 されて

い るのは一 部 にす ぎず,成 長 や 回遊 の しくみ はほ とん ど

明 らかに され てい ない 。著者 らは本種 の生態 を 明 らかに

* 石 田雅俊:昭 和49年 度 福岡豊 前水産 試験 場研 究業 務報 告別刷, 1-40 (1976).



するため,鹿 児島県神之川において採集を行った。本報

では,流 程分布をもとに推定された成長 ・移動様式を報

告する。

材料 お よび方 法

鹿児島県神之川 で1985年9月 か ら1986年8月 に か

けて毎月1～4回 の割合 で 採集 を行 った 。

神之川(Fig. 1)は 薩 摩 半島北部 を流 れ,東 シナ海 に面

する吹上浜に注 いで い る。本 流 の長 さは約26kmで,標

高250mに 端を発 し,中 流 域 には盆地 が存在 す る た め

勾配が一旦 緩や か にな り,盆 地 を抜 けた の ち再び 急 にな

る。調査に先立 ち本流 内の10地 点で 予備調 査を 行 い,

その うち採集量 の多 い6地 点 を選 び採 集定 点 と した 。

St. 1～4は 淡水 域,St. 5, 6は 汽水 域で あ る。可児 の河 川

形態の区分10)に従 えば,採 集定 点 はいず れ もBc型 に属

する。採集 には綱 の 目合10mmの カ ニか ごを用 い,各

採集定点 に2個 ず つ,水 深50cm以 上 の淵 を選 んで 仕掛

け(Fig. 2), 10月23日 以 降は取 り上 げ る際 に水 温を 記

録 した 。生鮮 状態 で甲幅 を測定 し,特 に雌 につ いては,

腹 部外骨 格 の形状 か ら未成 体(腹 部 は三角形 で小 さ く胸

部 腹 甲を完全 に は覆 ってお らず,そ の軟毛 は薄 く,未 熟

な形状 を示す)と 成体(腹 部は だ円形 で胸部 腹 甲を完全

に覆 い,軟 毛 が密 生 し,抱 卵 に適 した形状 を示す)を 判

別 し,さ らに成体 では抱卵 の有 無を記 録 した。

Fig. 5. Seasonal changes in carapace width fre-

quency distribution (5-mm intervals) of fe-

males collected in the brackish water zone.

 Ovig.: Adult females bearing eggs (ovigerous

 females), Non-ovig.: Juvenile and adult fe-

males bearing no eggs (non-ovigerous fe-

males).

Fig. 6. Seasonal changes in carapace width fre-

quency distribution (5-mm intervals) of males
 collected in the brackish water zone.

結　 果

水温　 各採 集定 点で の水温 の周年 変化 をTable 1に

示 した。 一年 を通 じて 同一 日内で は上 流 ほ ど水温 が低 い

傾 向が認 め られ た。 また12月 か ら翌1月 にかけ ては年 間

最低 値8.5～9.5℃,7月 か ら8月 に かけて は最高値24.5

～26.0℃ を示 し,年 較 差は最 大17.0℃ で あ った 。

甲幅組成　 雄 は 甲幅26.3～86.0mmの871個 体,雌

は 甲輻25.0～74.8mmの779個 体,計1650個 体 が採

集 された 。甲幅 組成 の周年 変化を淡 水域 と汽水 域 とに分

け てFig. 3～6に 示 した 。

淡 水域(Fig. 3, 4)で は,雌 雄 と も3月 を除 きほぼ周年

採集 された 。雌 では, 1月 か ら7月 の間 と8月 か ら12

月 の間 とで成体,未 成 体 の採集比 率 の逆 転が み られ た。

5月 と6月 に 出現 した それ ぞれ1個 体(淡 水域 で の採集

個体 数 の1.4%)と2個 体(3.8%)の 成 体 を除け ば, 1月

か ら7月 の間 はすべ て未成 体が採 集 され た の に 対 し, 8

月6日 と27日 に成 体 が24個 体(29.3%)と50個 体

(75.8%)出 現 したの ちは9月 か ら12月 の間成 体が優 先



した 。

Fig. 7. Seasonal changes in number of individuals per crab basket at each collection station.

Fig. 8. Percentage of adults in each 2-mm size
 group for females at each collection station.
 St. 6 was omitted because the number of
 juveniles was only two. Black and, white
 zones indicate juvenile and adult, respective-
ly. Each number in parenthesis indicates

 total number of individuals at each station.

定 点間 で出現傾 向 を比較す る と,雌 では成体 と未 成体

ともに,お おむね上 ・中 流域(St.1～3)に 大型 個体 が多

く出現す る傾 向が認 め られた 。またSt. 1～3の 各定 点で

は隣接 定点 間でサ イズに大 きい重 な りが見 られ た のに対

し, St. 4で は小型 の個 体 が多 く採 集 され,よ り上流 の定

点 とのサ イズの重 な りは小 さか った。雄 もまた 同様 の傾

向を示 した 。

次 に季 節間 で比較 す る と,雌 雄 と も, 5月 か ら8月 の

期 間 に比 べ て9月 か ら12月 の期 間はSt. 3で のサ イズ

のば らつ きが大 き く,特 に 甲幅35～50mmの 小型個 体

が多 く採 集 されて い る。例 えば未成体 雌 で, 5月 か ら8

月は平均 と標 準偏差 が54.4mmと3.5mmで あ るのに

対 し, 9月 か ら12月 は46.5mmと6.3mmで あ った。

汽 水域(Fig. 5, 6)で は,雌 雄 と も, 9月 か ら1月 と3

月 か ら5月 にのみ採 集 された 。雌 では, 9月 か ら1月 に

は 甲幅40～70mmの 抱卵個 体 を含 む甲幅35～70mm

の成体 のみ が,ま た3月 か ら5月 には,甲 幅25～50mm

の小型 の未 成体 のみ が採集 され た。一 方雄 では, 9月 か

ら1月 は 甲幅30～80mmの 大型 サ イズを 中心 とした個

体 が, 3月 か ら5月 は 甲幅25～50mmの 小型 サ イズに

偏 った個体 が採 集 され た 。

1か ご 当た りの採集量　 1か ご当た りの採集量 の周 年

変化 では,雌 雄 とも同様 の変化 傾 向を 示 した(Fig. 7)。

淡 水域 で は,全 体 的 に9月 か ら1月 に かけ て 漸減 し, 2

月 と3月 に はほ とん ど採集 されず, 4月 か ら5月 にかけ

て増 加 す る傾 向 が認め られた 。 また定 点間 で 比較 す る

と, St. 1～3は お おむね10個 体 未満 であ った のに対 し,

 St. 4は10～30個 体 の場 合が 多 く他に比 べ 高い値 を示 し

た 。汽水 域で は, 10月 と4月 の2回 に ピー クが認 め られ

た 。9月 か ら1月 にか けて は定点 間に著 しい差 は認 め ら

れ なか った が, 3月 か ら5月 に かけ ては, St. 5で は5月



(雄36個 体,雌18個 体)を ピー クに多 量 に採集 され た

のに対 し, St. 6で は3月 に のみわず か に採 集 され(雄

0.5個 体,雌1個 体),著 しい偏 りが 認め られ た。全定 点

の平均では, 9月 か ら1月 にかけ て漸減 し, 2月 と3月

はほとん ど採集 され ず, 4月 に急激 な増 加 を示 し,以 後

8月 までほぼ一 定 の値を維 持 す る傾 向 が認 め られた 。

雌の成体出現率　 各流域 お よび個 体群 全体 で の雌 のサ

イズ別成体 出現 傾 向をみ る ために,各 定点 お よび全体 で

採集された全 て の雌 につ い て,甲 幅2mmご との階 級で

成体出現率 を もとめた(Fig. 8)。 ただ しSt. 6で は,未

成体が2個 体 しか 得 られ な か った の で省略 した 。

成体 と未成体 が混 在 した 甲幅範 囲 は, St. 1で は46～

68mm, St. 2で44～66mm, St. 3で40～62mm, St. 4

で36～54mm, St. 5で38～52mm, Totalで は36～68

mmで あった 。従 って淡水 域 では,上 流 で採集 され る個

体ほ ど,最 小 成体 サ イズ と,最 大 未成 体 サ イズが大 き く

なる傾向が認め られた 。 また,淡 水 域各定 点 におけ る成

体出現傾 向を比較 す る と,ほ ぼ3つ の サイ ズ群 で成 体 と

未成体の混在域 が 出現 してい る こ とが読 み取 れ る。す な

わち,小 型S:約36～54㎜ はSt. 3, 4で お も に出現

し,中 型M: 52～64mmはSt. 1～3で 出現 し,大 型L:

 62～68mmは お もにSt. 1で 出 現 してい る。

考　 察

採集方法 につい て　 本研 究 では,用 いたか ご網 の 合

が10mmで あ るた め,採 集個 体 の 甲幅が雄 で26.3mm

以上,雌 で25.0mm以 上 に限 られ てお り,よ り小型 の個

体の分布や移 動 は推定 で きな い。 また か ごに よる採 集 で

は,餌 の誘 引 に対 し積極 的 に反応 した個 体 のみ が捕獲 さ

れるため,水 温や 水量 な どの環 境 の変 化や,脱 皮 に よる

カニの生理状 態 の変化 に応 じて カニの活 動性 が低下 す る

と,採 集量 が減 少 す るこ とが考 え られ る。1例 と して,

 2, 3月 におけ る採 集量 の低 下 と冬季 に おけ る低 水温 の関

係があげ られ る。 これ らの点 を補 うた めに は,さ らに採

集回数や か ごの数 を増 や した り,投 網や 素手 に よる採 集

を行 うな どして採 集個 体数 を増 や し,比 較検 討す る必要

があるが,今 後 の課題 と して残 され た 。

流程分布　 甲幅 組成 の周年 変 化(Fig. 3, 4)に よる と,

雌雄 とも上 ・中流 域 で大型 個体 が多 く出現す る傾 向が う

かがわれ た。またFig. 8か らは,雌 で は上流 ほ ど最 小成

体サイズと最 大未 成体 サ イズ が大 ぎ くな る傾 向 が認め ら

れた。Fig. 8で は,季 節 を 限 らず年 間 の合計 を扱 って い

るので,そ の中 には他 か ら移入 して きた個 体 も含 まれ て

いる。 この こ とを考 慮に 入れ る と,上 流 域 に移 入す る個

体ほど成体 に達 す るサ イズが大 き くな る傾 向が うかが わ

れるとともに,上 流域 に移 入 す る個 体 ほ ど,大 型 の成 体

と未成 体が多 い こ とが推察 され る。 さ らに,成 体 と未成

体 が混在 す るサ イズは, 3つ(小 型S,申 型M,大 型L)

に識 別 され てお り,そ れ らの サ イズで未成体 か ら成体 へ

の脱 皮(成 熟 脱皮)が 行 なわれ る と考 える と, 1河 川 に

生息す る個体 群 内で,少 な くとも3つ の脱 皮令期 もし く

は年齢 で成熟 脱皮 が行わ れ てい るこ とが推察 され る。 こ

こで, 3つ の型(S, M, L)が 年齢 の 高低を示 してい る と

仮定す ると,上 流 ほ ど成体 に達 す るサ イズが大 き くな る

こ とは,上 流 ほ ど高齢で成 熟脱 皮を行 う個体 の割 合が高

くな る ことを示 してい る。 また以上 の こ とか ら,本 種 は

未成体 の時期 に川 を遡上 し,よ り上流 に 達 し た 個体 ほ

ど,未 成体 の まま脱皮 ・成長 して よ り大型 化 したの ち,

成熟脱 皮を行 い成 体 とな る と考え られ る。

同属 種 チ ュウ ゴクモ クズ ガニE. sinensisに おいて も

川の上 流 ほ ど大型 個体 が分布 す る傾 向 が認 め られ,10)ま

た カ ンキ ョウカ ジカCottus hangiongensisで は,雄 に お

いて上 流 ほ ど晩熟 大型個 体 が分布す る こ とが知 られて い

る。11)これ らは いずれ も,通 し回遊 を行 い1つ の個体群

が河川 の流程 に沿 って広 い分 布域 を持つ種 で ある。 この

よ うに,異 な る分類群 で共通 の分 布様式 が存在 す る とい

う一 種の収歛 現 象が認 め られ るこ とは,通 し回遊を行 い

つつ 河川環 境 に適応す る ように進 化 して きた 生物 に,何

らか の共通 した 生活史 戦略 が取 られて いる可能 性を示 し

てい る。

上 流 ほ ど晩熟 大型個 体 が分布す る原 因の1つ に,密 度

差 か ら生 じる栄 養状態 と社 会構造 の相違 が考 え られ る。

Goto (1987)は,カ ンキ ョウカジ カにお いて,下 流域 の

高密 度域 で早熟 小型個 体,上 流域 の低密 度域 で晩熟大 型

個体 の分 布す る傾 向を認 め,密 度差 に よ り成長 速度 と成

熟 サ イズの差 が生 み出 され てい る こ と を 示 唆 し て い

る。11)神 之川 におけ る本種 の 場合,下 流 域 か ら上 流域

(St. 4, St. 3, St. 1, 2)に か けて1か ご当た りの採集 量が

減少 してお り(Fig. 7),こ れを生 息密度 減少 の反映 と考

えれ ば,成 熟脱 皮 サイ ズの大型 化(Fig. 8)と の対応 が う

か がわれ る。特 にSt. 4に おけ る成熟 脱皮 サ イズが小 型

に偏 ってい るこ とと, St. 4で の1か ご 当た りの採 集量

が顕 著 に多 い こ ととの関連 が考 え られ るが,今 後詳 細な

調査 を行 ない 明 らか にす る必要 があ る。次 に,水 温 の相

違 に よる成 長・ 成熟 の差 も原因 の1つ として 考 え ら れ

る。低 温の環 境下 で成熟 サ イズが大 きくな る現象 は魚類

12)や昆 虫18)などで よ く知 られて い る。神之川 で は上 流 ほ

ど低 温 の環境下 に ある ので(Table 1),流 域 に よ り分 布 す

る個 体 の成長 お よび成 熟 の速度 に差 が生 じ,そ の結果,

成熟 サ イズ に変化 を もた らした とも考 え られ る。

1年 間 の成長 と移動　 以 上考察 を 加え て きた よ うに,

本種 は 河川 の流程 に沿 って広 く分布 す る とともに,流 程

に沿 って分布 状態 に変異 がみ られ る ことが明 らかに な っ

た 。 しか し,産 卵 のた めの降河 を は じめ として大 ～小 規



模 の移動 が行 われ てい るこ とも考 えなけれ ば な らない。

す なわ ち,も とも と別 の流 域 で成長 して いた個体 が,移

動 の途上 で捕獲 され る例 も考 え られ るか らで あ る。

淡 水域 に おけ る甲幅組成 の周年 変 化(Fig. 3, 4)に よる

と, St. 3で は秋 ～冬季 には春 ～夏季 に 比 べ小型個 体 が

よ り多 く採 集 され て い る。 この小型 個体 は,も と も と

St. 4か ら下 流 に分布 して いたが,秋 か ら冬 に かけ てSt.

 3よ り上流 へ遡上 を行 った と考 え られ る。

淡 水域 にお ける雌 は, 5月 か ら7月 の間 ほ とん ど未成

体 で占め られ るが, 8月 に成 体 が多量 に出現 し, 9月 か

ら12月 にかけ ては成体 が優 占す る こ と(Fig. 3)か ら,

年 に1度, 8月 に集中 して成 熟脱 皮が行 われ て成体 が 出

現す る ことが推定 され る。 さ らに, 9月 か ら12月 にか

けて淡 水域 では成 体 が優 占し(Fig. 3), 1か ご当た りの採

集 量 が月を経 るに従 い減 少 してい る こと(Fig. 7)と,汽

水 域 で成体 が この時期 に限 り多 量 に出現 して い る こ と

(Fig. 5)を 合 わせ て考 える と,成 熟脱 皮 に よ り成 体 とな

った個体 は9月 か ら12月 の間 に ほ とん ど川を下 るこ と

が明 らかで あ る。

9月 か ら1月 までの期 間,汽 水域 では抱 卵個体 を含 む

成 体雌 や,大 型 の雄 が採集 された(Fig. 5, 6)。 これ は降

河 して汽 水域 に達 した雌雄 が, 1月 まで汽水 域 に留 ま り

繁殖 活動 を行 うこ とを示 して いる。

さらに1月 に汽水域 で採 集 され た のち, 8月 まで成 体

の 出現は ほ とん ど認 め られ ない こと(Fig. 3)を 考 慮 に入

れ る と,汽 水 域に下 った成 体 が繁 殖 活動 を終 えて再 び川

を遡上 す る こ とは まれ で,多 数 の成体 が汽水 域 も し くは

海域 で死亡 す る もの と考 え られ る。神 之川 の汽水 域や 海

域 で11月 に雌 雄合わ せ て20個 体以上 の斃 死個体 が観

察 されて いる こ と,* 9月 か ら1月 にかけ て, 1か ご当た

りの 採集個 体数 は淡水 域 のみで な く全 体 の平均 にお いて

も減少 傾向 が認 め られ る こ と(Fig. 7)は,以 上 の推察 の

結 果 と一致 す る。

汽水 域のSt. 5で は, 3月 か ら5月 にか け小型 の未成

体 雌 と小型 の雄 が大量 に採集 され(Fig. 5, 6),本 種 が繁

殖 店動以外 の要 因 で も淡 水域 と汽水 域 の間 を移動 す るこ

とが示唆 され た 。やが て これ らの個 体は, 6月 以降 汽水

域 では採 集 され な くな るが, 1か ご当た りの採集個体数

の 変化 に よる と(Fig. 7),汽 水域 で の減少 とともに淡水

域 のSt. 4で 大幅 な増 加が み られて い る。この時期, St.

 4で 採集 された個 体 は甲幅 範囲 は30～55mmで, 45～

50mmの 階 級に モ ー ドを 持 つ小 型個体 で あ り,汽 水域

で採集 され た個体 とサ イズが重 な って いる。 これ らのこ

とか ら, 5月 か ら6月 に かけ,そ れ まで 汽水域 の淡 水域

寄 り(St. 5付 近)に 分 布 していた小 型個 体が,淡 水域 の

St. 4へ と遡 上 した こ とが推察 され る。
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